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 渡米してから約4ヶ月が過ぎ、大学の授業が始まってから約1ヶ月が過ぎました。大学の授業の
厳しさを実感し、気合いを入れ直そうと思いながらも、IEIが懐かしく過ごしている今日この頃で
す。 
 
 今回は IEI、秋学期の授業、生活について報告したいと思います。 
 
1. IEI 

IEIはInsensitive English Instituteの略でいわゆる語学学校です。イリノイ大学への派遣留学
前に英語力の向上とChampaign-Urbanaでの生活に慣れるという目的でこの夏学期に受講し
ました。授業は、Pronunciation in Conversation, Listening and Oral Communication, Writing, 
Reading, English Grammarの5科目でした。グループワーク、ディスカッション、プレゼンテ
ーション等もあり大学の授業の準備としては良い機会だったと思います。IEIは授業だけではな
く、様々なイベントがありました。ピクニック、シカゴ旅行、パーティ等どれも楽しかったで

す。IEIではたくさんの友達ができ、今でも良い関係を続けています。 
 

2. 秋学期の授業 
こっちに来てアメリカ人がどこででも勉強することに驚きました。カフェや図書館だけでな

く、天気のいい日は芝生に寝転がったり、木にもたれたりしながらたくさんの学生が勉強して

います。アメリカ人はタイムマネージメントがしっかりできているように感じています。 
次に現在受講している授業について簡単に説明したいと思います。 

 
ECE210: Analog Signal Processing    4単位 
ECE398: Special Topics in ECE      3単位 
CHIN201: Elementary Chinese      5単位 
ESL113: Engl Structure &Paragraph   3単位 

 
① ECE210: Analog Signal Processing 
この授業はアナログ信号処理の授業で微分・積分、フーリエ変換、ラプラス変換等を用いた

回路解析を学ぶ授業です。この授業は実験も含まれていて授業で習ったことをそのまま実験で

きます。宿題や授業に関する情報は全て授業のWeb siteにあり、定期的にチェックしなけれ
ばなりません。この授業を受けて UIUC のレベルの高さを実感しました。これが学部生の授
業なのかといった感じです。もちろん、英語の問題はありますがそれだけじゃないような気が

します。自分のレベルを再確認し、気合いを入れ直そうと思います。 
 
② ECE398: Special Topics in ECE 
この授業は工学に必要な数学のテクニックを学ぶ授業で、いわゆる解析学です。教授はよく

面白いジョークを言っているみたいで、学生達は笑っています。私も早く一緒に笑えるように

なりたいです。そして、授業の内容もはっきり言ってさっぱり分かりません。なんとか宿題を

友達に教えてもらいながらこなしているという状況です。今学期で一番難しい授業です。 
 



③ CHIN201: Elementary Chinese 
この授業は中国語です。ルームメイトが台湾人なのでたまに彼に教えてもらっています。最

初に pin yin（中国語の発音をローマ表記したもの）を習いましたが、とても難しく、正確な
発音ができません。しかし日本人にとってライティング、リーディングは漢字を知っているぶ

ん楽だと思います。実際、アメリカ人は漢字一文字を書くのにかなりの時間が掛かります。こ

の授業が唯一楽しい授業です。 
 
④ ESL113: Engl Structure &Paragraph 
 この授業はライティングの授業です。実際、他の授業に付いて行くのが精一杯でこの授業は

行っていません。 
  
今学期が始まってU of Iについて思うことはただ厳しいということだけです。アメリカの大学の
レベルの高さを肌で感じています。ましてや Engineering の授業を取っている私は単位を取るこ
とができるのだろうかという不安を感じながら過ごしています。今学期、受講している授業

（ECE210, ECE398）は私にとって早過ぎたかもしれません。 
 
3. 生活全般 

私は訳あって、現在寮ではなくアパートに住んでいます。訳を簡単に説明すると、Housing 
Officeのミスで寮に住めなくなりました。何度も拙い英語で抗議しに行った結果、最終的には
Sherman Hallのダブルルームに住めることになったのですが、シングルルームを申請してい
た私としては納得がいかず、またすでにアパート探しを始めておりルームメイトも見つけた後

だったので、アパートに住むことにしました。アパートだと大学からお金が出ないので自分で

払わなければなりませんが、父親がOKと言ってくれたのでアパートに決めました。父親に感
謝です。実際は、アパートの方が安くて、広いです。私のアパートはリビングルーム、キッチ

ン（dish washer, oven, disposer付き、アメリカでは基本的に付いているみたいです）、ユニッ
トバスが共同で、ベッドルームが二つあります。ルームメイトは IEIでクラスメイトだった台
湾人のSamuelです。彼は日本のことを良く知っていて、日本のドラマ、電化製品、音楽等が
大好きです。日本のドラマや音楽はすぐに台湾に出回るらしく、彼は「プライド」、「白い巨塔」

を持っていました。しかも、これらはかなり安く手に入るらしいです。違法みたいですが…。

実は日本ブームは彼だけではなく若い台湾人の中で起こっているらしく、日本のドラマや音楽

を通してファッションや生活スタイル等も日本に習っているみたいです。実際、アジア人の中

では台湾人のファッションが一番日本に近いと思います。とりあえずSamuelとは仲良く暮ら
していけそうです。 

 
以上が今回の報告です。 


